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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第155期

前第３四半期
連結累計期間

第156期
当第３四半期
連結累計期間

第155期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 百万円 228,963 191,058 296,705

経常利益 〃 14,102 5,446 11,879

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 〃 12,678 632 12,142

四半期包括利益又は包括利益 〃 10,342 5,329 6,721

純資産額 〃 98,941 104,656 102,692

総資産額 〃 336,367 342,969 329,115

１株当たり四半期（当期）純利益金額 円 61.36 3.07 58.76

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額
〃 － － －

自己資本比率 ％ 29.1 27.9 28.7

 

回次
第155期

前第３四半期
連結会計期間

第156期
当第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成27年
10月１日
至平成27年
12月31日

自平成28年
10月１日
至平成28年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 円 24.97 10.42

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、第156期第２四半期連結会計期間より株式給付信託（ＢＢＴ）を設定しており、株主資本において

自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第3四半期連結累計期間（平成28年4月1日～12月31日）における世界経済は、前半に米国経済の足踏みや中国

経済の失速懸念および英国のBREXITショックによる金融市場の混乱などを背景に大幅に減速したものの、後半には

米国経済の持ち直し、各種政策による中国経済の下支えなどにより緩やかに持ち直しが進みました。さらに先進国

を中心に量的緩和やマイナス金利政策等の大幅な金融緩和の弊害と限界が認識されつつある中、米国大統領選にお

けるトランプ候補の勝利に伴う大規模な財政支出拡大への期待が高まり、12月の米国の利上げなども背景にして年

末に向けて米ドル独歩高に転じました。これにより、日本では円安・株高が進みそれまで低迷していた個人消費に

回復の兆しが見え始めた一方で、新興国では通貨安による先行き不安も再燃しています。

 

当社の当第3四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期より379億円減少し、1,910億円（前年同期比16.6％

減）となりました。事業別では、円高による影響などのためウオッチ事業、電子デバイス事業で前年同期より売上

が減少した一方、システムソリューション事業の売上は前年同期より増加いたしました。連結全体で国内売上高は

991億円（同8.9％減）、海外売上高は919億円（同23.5％減）となり、海外売上高割合は48.1％となりました。利

益面では、営業利益は前年同期を80億円下回る56億円（同58.7％減）に留まりました。さらに営業外収支も若干な

がらマイナスとなり、経常利益は54億円（同61.4％減）となりました。固定資産売却益4億円を特別利益に、事業

再編費用4億円などを特別損失に計上し、また、法人税等が35億円となったことから、法人税等および非支配株主

に帰属する四半期純利益控除後の親会社株主に帰属する四半期純利益は6億円（同95.0％減）となっております。

 

各セグメントの業績は次のとおりです。

 

①ウオッチ事業

ウオッチ事業の当第3四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比276億円減少の1,025億円（前年同期比21.2％

減）となりました。国内では、インバウンド需要の変調のほか、高級品を中心として個人消費が伸び悩んだこと

により売上を落としました。海外では、ドイツ、オーストラリアをはじめとして多くの市場で、現地通貨ベース

で売上を伸ばしましたが、円高の影響のほか、米国市場におけるデパート流通での落ち込みなどにより売上高は

減少いたしました。ウオッチムーブメントの外販は、取扱商品縮小の影響のほか、米国・中国の時計市場の低迷

などから悪化いたしました。

利益につきましては、売上高の減少により営業利益は前年同期比68億円減少の62億円（同52.3％減）となりま

した。

 

②電子デバイス事業

電子デバイス事業は売上高615億円（前年同期比15.8％減）、営業利益20億円（同13.9％減）となりました。半

導体が車載向けやスマートフォン向け製品等を中心に数量ベースでは堅調に推移したほか、水晶および電池・材

料のなかで高機能金属なども好調でしたが、全体としては円高の影響により前年同期より売上を落としました。

 

③システムソリューション事業

システムソリューション事業は売上高145億円（前年同期比10.5％増）、営業利益8億円（前年同期は2億円の営

業損失）となりました。決済端末などのデータサービス事業やホームセキュリティ向けのモバイルソリューショ

ン事業などが好調に推移しました。

 

④その他

その他の売上高は194億円（前年同期比7.2％減）となりました。その他に含まれる事業では、インバウンド需

要の変調により和光事業で売上が落ちましたが、クロック事業では円高の影響により海外向けが減少したものの

国内向け売上は順調に増加しました。営業損失は89百万円（前年同期は5億円の営業利益）となりました。
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(2) 資産・負債・純資産の状況

当第3四半期連結会計期間末の総資産は3,429億円と、前年度末に比べて138億円の増加となりました。現金及び

預金22億円、たな卸資産が59億円増加した一方、繰延税金資産（流動）11億円の減少などにより流動資産は70億円

増加し、1,666億円となっております。固定資産では投資その他の資産が59億円増加するなど、合計で68億円増加

し1,762億円となりました。

負債の部では、支払手形及び買掛金53億円、長短借入金120億円および繰延税金負債（固定）30億円が増加した

一方、未払金45億円、賞与引当金15億円および退職給付に係る負債36億円が減少したことなどで負債合計では前年

度末より118億円増加の2,383億円となりました。

また、株主資本は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金の支払いなどにより27億円減少したもの

の、その他有価証券評価差額金が52億円増加したことでその他の包括利益累計額合計は40億円増加し、純資産合計

は前年度末と比べて19億円増加の1,046億円となりました。

 

(3) 研究開発活動

　当第3四半期連結累計期間における当社連結全体の研究開発活動の金額は28億円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 746,000,000

計 746,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 207,021,309 207,021,309
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000

株であります。

計 207,021,309 207,021,309 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

（千株） （千株） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 207,021 － 10,000 － 2,378

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     540,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 205,909,000 205,909 －

単元未満株式 普通株式     572,309 －
一単元（1,000株）未満の

株式

発行済株式総数 207,021,309 － －

総株主の議決権 － 205,909 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式540,000株（議決権540

個）および(株)証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権2個）が含まれております。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式436株、(株)オハラ所有の相互保有株式307株、林精器製造(株)

所有の相互保有株式102株および(株)証券保管振替機構名義の株式385株が含まれております。

３．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

セイコーホールディングス

株式会社

東京都中央区銀座

4-5-11
285,000 － 285,000 0.1

株式会社オハラ
神奈川県相模原市

中央区小山1-15-30
256,000 － 256,000 0.1

林精器製造株式会社
福島県須賀川市

森宿字向日向45
1,000 － 1,000 0.0

計 － 542,000 － 542,000 0.3

（注）株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式540,000株は、上記自己株式等に含めておりません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 39,131 41,418

受取手形及び売掛金 41,623 42,244

たな卸資産 65,196 71,100

未収入金 3,753 3,020

繰延税金資産 4,966 3,799

その他 6,466 6,513

貸倒引当金 △1,488 △1,426

流動資産合計 159,649 166,671

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 70,424 72,446

機械装置及び運搬具 80,454 81,702

工具、器具及び備品 30,654 31,556

その他 2,983 2,913

減価償却累計額 △140,016 △142,729

土地 48,674 48,912

建設仮勘定 1,758 507

有形固定資産合計 94,934 95,308

無形固定資産   

のれん 7,663 7,447

その他 8,262 9,006

無形固定資産合計 15,925 16,454

投資その他の資産   

投資有価証券 ※３ 42,407 ※３ 49,200

繰延税金資産 8,966 8,422

その他 7,432 7,091

貸倒引当金 △199 △179

投資その他の資産合計 58,606 64,535

固定資産合計 169,466 176,298

資産合計 329,115 342,969
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 24,267 29,616

電子記録債務 7,766 7,328

短期借入金 39,565 49,326

1年内返済予定の長期借入金 35,342 37,107

未払金 15,442 10,895

未払法人税等 1,851 1,030

繰延税金負債 19 21

賞与引当金 4,054 2,476

その他の引当金 766 602

資産除去債務 16 -

その他 10,696 12,830

流動負債合計 139,789 151,237

固定負債   

長期借入金 49,811 50,349

繰延税金負債 9,232 12,234

再評価に係る繰延税金負債 3,614 3,614

その他の引当金 605 529

退職給付に係る負債 17,011 13,394

資産除去債務 459 651

その他 5,898 6,302

固定負債合計 86,633 87,075

負債合計 226,423 238,313

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 7,246 7,245

利益剰余金 57,323 54,775

自己株式 △158 △329

株主資本合計 74,411 71,691

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,719 15,978

繰延ヘッジ損益 △28 △37

土地再評価差額金 8,190 8,190

為替換算調整勘定 1,647 △73

退職給付に係る調整累計額 △417 66

その他の包括利益累計額合計 20,110 24,125

非支配株主持分 8,170 8,840

純資産合計 102,692 104,656

負債純資産合計 329,115 342,969
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 228,963 191,058

売上原価 144,874 119,517

売上総利益 84,088 71,541

販売費及び一般管理費 70,454 65,910

営業利益 13,634 5,630

営業外収益   

受取利息 141 102

受取配当金 854 733

その他 1,865 1,308

営業外収益合計 2,861 2,143

営業外費用   

支払利息 1,610 1,391

その他 781 935

営業外費用合計 2,392 2,327

経常利益 14,102 5,446

特別利益   

固定資産売却益 348 490

特別利益合計 348 490

特別損失   

特許契約関連和解金 - 530

事業再編費用 - 403

事業構造改善費用 1,597 112

固定資産除却損 115 -

特別損失合計 1,713 1,046

税金等調整前四半期純利益 12,737 4,891

法人税等 △63 3,594

四半期純利益 12,801 1,296

非支配株主に帰属する四半期純利益 122 664

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,678 632
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 12,801 1,296

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,117 5,488

繰延ヘッジ損益 33 △14

土地再評価差額金 4 －

為替換算調整勘定 △1,169 △716

退職給付に係る調整額 44 459

持分法適用会社に対する持分相当額 745 △1,184

その他の包括利益合計 △2,458 4,032

四半期包括利益 10,342 5,329

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 10,274 4,647

非支配株主に係る四半期包括利益 68 682
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表及びセグメント情報に与える影響は軽微で

あります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（業務執行取締役に対する株式給付信託（ＢＢＴ））

当社は、平成28年６月29日開催の第155回定時株主総会の決議に基づき、平成28年８月26日より、当社の業務

執行取締役（非業務執行取締役および社外取締役を含みません。）に対して、中長期的な業績の向上と企業価

値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし、新たな業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ

（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

（1）取引の概要

本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の業務執行取締役に対

して、当社株式を給付する仕組みです。

当社は、業務執行取締役に対し当該事業年度における役位および中長期業績指標の達成度等に応じてポイン

トを付与し、業務執行取締役退任時に確定したポイントに応じた当社株式を給付します。ただし、役員株式給

付規程に定める要件を満たす場合には、ポイントの一定割合について、当社株式の給付に代えて、当社株式の

時価相当の金銭を給付します。業務執行取締役に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭により

将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

（2）信託に残存する自社の株式

第２四半期連結会計期間における本制度の導入に伴い、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が

当社株式540,000株を取得しております。

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資産の部に

自己株式として計上しております。当第３四半期連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額および株式

数は、170百万円および540,000株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

下記の従業員の金融機関からの借入金に対して保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

従業員（住宅資金） 41百万円 30百万円

 

２．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形割引高 609百万円 944百万円

 

※３. 貸株に提供している投資有価証券は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

投資有価証券 169百万円 387百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 7,520百万円 8,041百万円

のれんの償却額 429百万円 433百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 　　　1,550 　　7.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 　　　1,033 　　5.00 平成27年９月30日 平成27年12月10日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 　　　1,550 　　7.50 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月８日

取締役会
普通株式 　　　1,550 　　7.50 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

(注) 平成28年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式

に対する配当金４百万円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

 
ウオッチ
事業

電子デバ
イス事業

システムソ
リューショ
ン事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 129,200 69,184 12,979 211,365 17,598 228,963 － 228,963

セグメント間の内部
売上高又は振替高

996 3,901 184 5,082 3,337 8,420 △8,420 －

計 130,196 73,086 13,164 216,448 20,935 237,384 △8,420 228,963

セグメント利益又は損

失（△）
13,155 2,360 △224 15,291 583 15,875 △2,240 13,634

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クロック事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△2,240百万円には、のれんの償却額△424百万円、セグメント間取引消去等445

百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,261百万円が含まれております。全社費用の主

なものは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

 
ウオッチ
事業

電子デバ
イス事業

システムソ
リューショ
ン事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 101,700 58,473 14,337 174,511 16,547 191,058 － 191,058

セグメント間の内部
売上高又は振替高

843 3,039 214 4,098 2,889 6,987 △6,987 －

計 102,544 61,513 14,551 178,609 19,436 198,046 △6,987 191,058

セグメント利益又は損

失（△）
6,275 2,033 832 9,141 △89 9,052 △3,422 5,630

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クロック事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△3,422百万円には、のれんの償却額△424百万円、セグメント間取引消去等△

19百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△2,978百万円が含まれております。全社費用の

主なものは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 61円36銭 3円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
12,678 632

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
12,678 632

普通株式の期中平均株式数（千株） 206,640 206,362

（注）１．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当第３四半期連結累計

期間は270千株であります。なお、前第３四半期連結累計期間は該当事項はありません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成28年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,550百万円

（2）１株当たりの金額 7円50銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月５日

（注）１．平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

２．平成28年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金４百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年２月14日

セイコーホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小尾　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 西野　聡人　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙木　　修　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセイコーホール

ディングス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年

10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セイコーホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

       ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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